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 　名古屋市は明治から昭和初めにかけて「商工業都市」 2） として発展した。一方，同時期の名古
屋市の国際性については，明治20（1887）年ころまでは来名した外国人は僅かであったが，明
治20年代以降は宗教関係の外国人が訪れるようになり，明治40（1907）年末には65人の外国人
が名古屋に在住していた  3） 。そして，明治41（1908）年には名古屋港が開港し  4） ，以降何度か拡
張工事が行われて，昭和恐慌期を除き，貿易量は着実に増加していった。その後，各国の領事館
も開設されていった  5） 。昭和12（1937）年には名古屋汎太平洋平和展覧会が開催されている  6） 。
このように，戦前の名古屋市は国際性を帯びていたと言えることができ，一時的にせよ長期にせ
よ名古屋市に滞在したロシア人，ドイツ人，タタール人に関する研究は近年すすんでいる  7） 。た
だし，名古屋市および名古屋市の人々と諸外国・地域との具体的な関係については，あまり研究





う冊子  9） では，昭和45（1970）年以前については全く言及されていない。 
 　本稿における考察の対象となるのは，アフガニスタン，アデン，アラビア，イラク，イラン，










ブのムスリム（イスラーム教徒）が参加したようである  12） 。また，昭和14（1939）年11・12月
に東京と大阪で開催された回教圏展覧会を契機として，同年11月24～ 25日には回教徒視察団






モスク）参拝，午後6時20分名古屋駅を出立した  14） 。また昭和16（1941）年4月には，アフガニ





いた  16） 。ただし，多数の文献を通じて名古屋市の人々は中東に関する知識を得ていたと思われる。 
 　大正13（1924）年11月21日には，志賀重昴が世界踏査実施幻灯会を，中区白川小学校講堂に




教協会・東京イスラム教団主催で回教圏展覧会が開催された  19） 。昭和16年6月12日には，大日
本回教協会主催で新愛知新聞社講堂において，西南アジア事情講演会として，隈部種樹前イラク
公使，中山詳一前イラン公使，横山正幸前エジプト公使，林銑十郎大日本回教協会初代会長に
よる講演などがあり，聴衆は1200人にも達した  20） 。昭和17（1942）年1月20～ 25日にかけて
は，名古屋新聞主催で名古屋市十一屋百貨店において磯田蓉工のイラン脱出行絵書展が開催され





















なって輸出振興を掲げ，販路の拡大をめざした  25） 。昭和10（1935）年には名古屋市が「近東埃
及地方」に海外市場調査員3名（島貫武雄，水野萬作，松井賢次郎）を派遣している  26） 。同年7
月12～ 16日にかけては，近東貿易協会  27） 本部と同協会愛知支部の主催で愛知県商品陳列所（中
区新栄町）において，近東事情展覧会が催された  28） 。また，同年9月から翌年4月にかけて，名
古屋陶磁器輸出組合主事であった島貫武雄が近東埃及調査員として，イラン，イラク，シリア，
トルコ，パレスチナなどを訪問している  29） 。昭和11（1936）年1月には，「名古屋近東アフリカ
雑貨輸出組合」が結成された  30） 。昭和12年9月24日には，愛知県商工館本館において近東経済
事情講演会が開催されている  31） 。昭和13（1938）年には「名古屋近東アフリカ輸出組合」が結
成された  32） 。昭和14年3月22日には，名古屋市において，大日本回教協会会長主催の晩餐会が
催された。そこには名古屋市の有力者30余名が招待され，協会事業への協力が求められた  33） 。
同年11月24日には，来名した回教徒視察団のための晩餐会が，大日本回教協会と名古屋商工会
議所の共同主催で名古屋商工会議所において，翌25日には松坂屋主催で午餐会が松坂屋で催さ
れている  34） 。上述の回教圏展覧会期間中の昭和15年4月6日午前11時～午後3時半には，松坂屋
六階社交室にて，回教圏貿易座談会も行われている  35） 。昭和16年6月11日には，愛知県，名古
屋市，名古屋商工会議所共同主催のもとで，同会議所において，上述の西南アジア事情講演会の
諸氏と名古屋市官民有力者との座談会も催された  36） 。 
 　なお，日土協会  37） に，名古屋商工会議所会頭（1回目：昭和11年12月～昭和15年10月）であっ
た青木鎌太郎や，日本アンゴラ産業株式會社事務取締役の伊藤勝次（のちに児玉利武）が入会し
ている  38） 。 
 　 3．中東の物産 
 　本章では，中東からの輸入について検討する  39） 。この時代の中東との貿易に関しては，常に輸
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 2） http://www.city.nagoya.jp/shiminkeizai/page/0000001750.html（2016年4月28日閲覧） 
 3） 芥子川律治「外国関係概説」名古屋市教育委員会『写真図説名古屋の史跡と文化財』，泰文堂，1970年，
pp. 120 ― 121。 
 4） 名古屋港の建設過程と当初の貿易については，新修名古屋市史編集委員会（編）『新修名古屋市史』，第5巻，
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『志賀重昂全集』，第6巻，志賀重昂全集刊行会，1928年，pp. 327 ― 439）。また，田中克己「回教圏と志賀
重昻」『回教圏』第五巻第一号（1941年1月），pp. 43 ― 49も参照。 
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展（外務省外交史料館）。 
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 33） 「大日本回教協会業務報告」『回教世界』第一巻第五号（1939年8月），p. 102。 
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 40） 拙稿「昭和前半期における名古屋港から中東への輸出」，pp. 209 ― 234。 
 
表1　イラクからの輸入品（昭和12年）
品名 単位 数量 金額（円） 総額に占める割合（％）
1 小麦Wheat 百斤 19773 155677 39.3
2 黍 “Kibi” 同 6318 33059 8.3
3 高梁“Kao-liang” 同 33972 169665 42.9
4 玉蜀黍Maize 同 1712 9495 2.4
5 小包郵便物Parcel post 15 0.1未満
6 其他Other 27741 7.0
総額 395652
表3　イラクからの輸入品（昭和14年）
品名 単位 数量 金額（円） 総額に占める割合（％）
1 胡麻子 百斤 800 11820 50
2 小包郵便物 6 0.1未満
3 其他 11819 50
総額 23645
表2　イラクからの輸入品（昭和13年）
品名 単位 数量 金額（円） 総額に占める割合（％）
1 小麦 百斤 2817 21615 18.8
2 高梁 同 4429 22518 19.6
3 胡麻子 同 4483 69077 60.0
4 小包郵便物 75 0.1未満
5 再輸入品 1591 1.4
6 其他 226 0.2
総額 115102
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名古屋学院大学論集
図　第一次世界大戦後の中東
出典：宮崎正勝『早わかり中東＆イスラーム世界史』，日本実業出版社，2006年，p. 213。
